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市政を問う
議会からあなたへ

議員定数･政務活動費削減
　　　　　　賛成多数で可決!!

12月

6月
9月 3月今

回

の
定例会の内容

は
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賛
成
多
数
で
可
決　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

　

平
成　

年
度
第
１
回
鹿
沼
市
議
会
臨
時
会
（
２
月　

日
開
催
）
で
議
員
提
案
に
よ
る
「
鹿
沼
市
議
会
議

２７

１２

員
定
数
条
例
」「
鹿
沼
市
議
会
委
員
会
条
例
」「
鹿
沼
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
の
一

部
改
正
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
議
員
定
数
が　

人
か
ら　

人
に
、
政
務
活
動
費
が

２６

２４

議
員
一
人
当
た
り
月
額
２
万
８
千
円
か
ら
２
万
５
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
員
定
数
は
、
平
成　

年
２７

９
月　

日
任
期
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
る
鹿
沼
市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
か
ら
、
政
務
活
動
費
は
平
成　

年

１９

２７

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
議
員
定
数
を　

人
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
各
常
任
委
員
会

２４

の
定
数
が
各
６
人
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

議員定数とは
　議員の定数は、従来、地方自治法により人
口規模に応じて「法定数」が規定されていま
したが、地方議会の自己決定権を尊重する観
点から、この法定定数制度が改められ、自治
体の条例で定めることになっています。

政務活動費とは
　地方自治法の規定に基づき、議員の調査研
究に資するため必要な経費（研究研修費、調
査旅費、資料購入費等）の一部として、議会
における会派に対して交付するものです。年
度末において交付された政務活動費に残額が
あった場合は、これを返還することになって
います。各会派の収支報告書等及び領収書等
の証拠書類の写しは、５年間保存され閲覧で
きます。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
分

か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
運
営
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
、
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
計

８
回
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年　

月
９
日

２６

１２

に
委
員
長
か
ら
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、

各
会
派
幹
事
会
に
諮
っ
て
承
認
し
、
本

日
の
臨
時
会
に
上
程
し
た
も
の
で
す
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
協
議
の

中
で
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
（
旧
み
ん

な
の
党
、
旧
未
来
ク
ラ
ブ
、
無
所
属
鰕

原
議
員
）
が
６
人
削
減
、（
日
本
共
産

党
）
が
現
状
維
持
、
そ
れ
以
外
の
会
派

が
２
人
削
減
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
の
役
割
や
仕

事
量
が
増
大
す
る
中
で
、
議
会
改
革
の

途
上
に
あ
る
こ
と
や
、
議
員
間
の
活
発

な
討
議
が
で
き
る
議
員
数
と
し
て　

人
２４

は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
２
人
減
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

議
員
案
第
２
号
鹿
沼
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
員
定
数
を　

人
に
変
更
す
る
こ
と
に

２４

伴
い
、
各
常
任
委
員
会
の
定
数
を
各
６

人
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
議
員
案

第
３
号
鹿
沼
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き

ま
し
て
は
、
政
務
活
動
費
を
現
在
の
月

額
２
万
８
千
円
か
ら
、
３
千
円
を
減
額

し
、
月
額
２
万
５
千
円
に
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
も
、
議
会
改

革
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
協
議

の
中
で
は
（
明
峰
、
旧
み
ん
な
の
党
、

無
所
属
鰕
原
議
員
）
が
全
額
削
減
、（
鹿

正
会
）
が
月
額
８
千
円
の
減
額
、（
無
所

属
市
民
の
会
）
が
月
額
３
千
円
の
減
額
、

（
旧
未
来
ク
ラ
ブ
）
が
増
額
、（
そ
れ
以

外
の
会
派
等
）
が
現
状
維
持
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
政
務
活
動
費
の

執
行
率
な
ど
を
考
慮
し
、
月
額
２
万
５

千
円
が
適
当
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

何
と
ぞ
議
員
各
位
の
ご
賛
同
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

　

《
提
案
理
由
の
説
明
》

議会運営委員会
委員長

冨久田　耕平

２６人から２４人２６人から２４人にに
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進 む 議 会 改進 む 議 会 改 革革

議員定数議員定数がが

可決可決
賛成2

1名

反対  
3名賛成2
1名

反対  
3名

議員案１　鹿沼市議会議員の議員定数条例の一部改正
議員案３　鹿沼市議会政務活動費の交付に関する条例の

一部改正

議員案２　鹿沼市議会委員会条例の一部改正

反
対

【未来】舘野裕昭･小松英夫
【無所属】鰕原一男

反
対 【無所属】鰕原一男

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名

賛　
　

成

【政和会】小林充･谷中恵子･関口正一･橋本正男
【鹿正会】筧則男･赤坂日出男･塩入佳子･佐藤誠
【公明党】荒井正行･鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉･増渕靖弘･横尾武男･冨久田耕平
【無所属市民の会】大島久幸･船生哲夫
【民主党】大貫毅･小川清正
【未来】小島実･湯澤英之
【日本共産党】芳田利雄

賛　
　

成

【政和会】小林充･谷中恵子･関口正一･橋本正男
【鹿正会】筧則男･赤坂日出男･塩入佳子･佐藤誠
【公明党】荒井正行･鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉･増渕靖弘･横尾武男･冨久田耕平
【無所属市民の会】大島久幸･船生哲夫
【民主党】大貫毅･小川清正
【未来】舘野裕昭･小島実･湯澤英之･小松英夫
【日本共産党】芳田利雄

※議員数２５名、評決参加議員数２４名（議長は評決には加わりません。）

議会改革調査特別委員会で協議しました。
　平成２５年１２月２０日に議会改革調査特別委員会
を設置し、８回にわたる会議を開催し調査検討
をしました。その検討結果を中間報告として議
長あて提出しました。（平成２６年１２月９日）

１．議員定数について
議員定数は２名削減し２４名とする。協議の中では６
名削減（旧みんなの党、旧未来クラブ、無所属鰕原
議員）、現状維持（日本共産党）、２名削減（前記以
外の会派等）と様々な意見が出されたが、議会の役
割や仕事量が増大する中で、議会改革の途上にある
ことや、議員間の活発な討議ができる議員数として
２４名は必要であることから２名減とした。

２．議員報酬について
議員報酬については現状維持とする。
２割を超える報酬削減、現状維持、増額など様々な
意見が出されたが、削減することにより新たに議員
を志す若手の意欲を削ぐことにならないか、議員と
しての身分保障の期間も短期的であり、積極的な議
員活動のため増額の必要などの意見もあり、現状維
持が適切とした。

３．政務活動費について
政務活動費は、月額３千円を削減し、月額２万５千
円とする。
協議の中では、全額削減（明峰、旧みんなの党、無
所属鰕原議員）、月額８千円減額（鹿正会）、月額３
千円削減（無所属市民の会）、増額（旧未来クラブ）、
現状維持（前記以外の会派等）との意見が出された
が、政務活動費の執行率などを考慮し、月額２万５
千円が適当であるとした。

議 員 の 賛 否
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市
政
を

問
う
3月定例会で16人が登壇

鹿沼市政について質問をしました

3/4～6
一問一答方式一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間質問時間
6060分
質問時間
60分

質　
　

問

　

新
産
業
団
地
計
画
策
定
の
詳
細
、

現
時
点
で
の
問
い
合
わ
せ
状
況
を
伺
う
。

積
極
的
な
誘
致
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

位
置
に
つ
い
て
は
鹿
沼
工
業
団
地

南
側
、
さ
つ
き
ロ
ー
ド
周
辺
地
域
を

想
定
し
て
お
り
、
面
積
は
現
時
点
で

は　

～　

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
と
想
定

２０

３０

し
て
い
ま
す
。
立
地
企
業
は
、
引
き

合
い
相
談
の
多
い
製
造
業
や
物
流
業

等
を
中
心
に
想
定
し
て
い
ま
す
。
事

業
計
画
の
素
案
は
、
庁
内
検
討
会
で

課
題
を
整
理
し
本
年
７
月
を
目
標
に

ま
と
め
、
そ
の
後
地
元
へ
の
説
明
会

等
を
行
い
、
年
内
に
は
事
業
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。
計
画
着
工
や

完
成
の
時
期
は
現
時
点
で
は
未
確
定

で
す
が
、
関
係
機
関
と
の
調
整
も
含

め
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

東
北
自
動
車
道
鹿
沼
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
へ
の
立
地
を
希
望
す

る
企
業
の
引
き
合
い
相
談
が
過
去
３

年
間
で　

件
あ
り
ま
し
た
。
う
ち
１

３１

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
の
用
途

の
相
談
は　

件
で
、
ほ
と
ん
ど
が
製

１６

造
業
で
し
た
。
市
内
の
企
業
か
ら
も

立
地
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
が
多
く
見
込
め
る
よ
う
な
経
済

効
果
の
高
い
企
業
に
立
地
し
て
も
ら

え
る
よ
う
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 島　久幸 議員

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺

企
業
誘
致
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

答　
　

弁
（
市
長
）
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質　
　

問

　

中
山
間
地
域
の
課
題
、
今
後
の
振

興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
中
山
間
地
域
に
は
、
豊
か

な
自
然
、
多
彩
な
観
光
資
源
が
あ
り

伝
統
的
な
農
林
産
物
も
生
産
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低

下
、
農
林
業
の
後
継
者
不
足
等
、
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
学
校
、
更
に
は

集
落
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
ハ
ー
ド

面
で
は
生
活
道
路
や
林
道
整
備
、
圃

場
整
備
、
観
光
施
設
や
学
校
の
整
備
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
対
策
、
消

防
団
施
設
の
整
備
、
ソ
フ
ト
面
で
は

耕
作
放
棄
地
対
策
、
野
生
鳥
獣
害
防

止
対
策
、
間
伐
や
里
山
林
整
備
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
支
援
等
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
魅
力
あ

る
地
域
を
戦
略
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
仕

組
み
作
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
木
材
を
活
か
し
た
事
業
、

空
き
家
等
を
活
用
し
た
施
策
、
都
市

住
民
の
定
住
化
、
国
内
外
か
ら
誘
客

す
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
本
市

の
地
方
版
総
合
戦
略
や
次
期
総
合
計

画
に
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯 澤　英之 議員

中
山
間
地
域
の

振
興
に
つ
い
て
伺
う

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴 木　敏雄 議員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

質　
　

問

　
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
施
行
さ
れ
た
が
、

本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
合
的
な
空
き
家
対
策
を

講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
か
ら
基
本
的
な
指
針
が
告
示
さ

れ
た
の
で
、
実
施
体
制
の
整
備
を
行

い
、
現
在
実
施
し
て
い
る
空
き
家
調

査
の
見
直
し
等
を
行
っ
た
後
に
「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
の
作
成
や
「
協

議
会
」
の
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
定
住
人

口
、
交
流
人
口
の
拡
大
の
面
か
ら
も

空
き
家
の
利
活
用
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
国
も
特
別
措
置
法

の
施
行
等
、
空
き
家
対
策
に
本
腰
を

入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て

も
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
空
き
家
対

策
の
体
制
を
強
化
し
、
総
合
的
な
空

き
家
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
度

か
ら
着
手
し
た
空
き
家
の
実
態
調
査

等
を
踏
ま
え
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
仕

組
み
作
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農

山
村
で
の
生
活
を
希
望
す
る
都
市
住

民
や
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
起
業
創
業
を
希
望
す
る
若
者
等
へ

の
積
極
的
な
ア
ピ
ー
ル
等
、
人
口
対

策
と
し
て
も
有
効
な
空
き
家
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質　
　

問

答　
　

弁
（
市
民
部
長
）

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

特別措置法における空き家の定義

○「空家等」
建築物又はこれに附属する工作物
であって居住その他の使用がなさ
れていないことが常態であるもの
及びその敷地（立木その他の土地
に定着する物を含む。）をいう。た
だし、国又は地方公共団体が所有
し、又は管理するものを除く。
○「特定空家等」
①倒壊等著しく保安上危険となる
おそれのある状態

②著しく衛生上有害となるおそれ
のある状態
③適切な管理が行われないことに
より著しく景観を損なっている状
態
④その他周辺の生活環境の保全を
図るために放置す
ることが不適切で
ある状態にある空
家等をいう。

▲豊かな自然に恵まれた本市の中山間地域



（６）２０１５　１８６号

質　
　

問

　

事
業
計
画
（
案
）
は
今
後
ど
の
よ

う
に
計
画
決
定
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て

審
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

月
の
議
員
全
員
協
議
会
で
示
し

１１
た
事
業
計
画
（
案
）
を
幼
稚
園
連
合

会
、
民
間
保
育
園
連
盟
に
説
明
し
た

後
、　

月
下
旬
か
ら
翌
１
月
に
か
け

１２

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

よ
る
意
見
等
は
な
か
っ
た
た
め
、
基

本
的
な
内
容
は
修
正
せ
ず
、
２
月　
２０

日
の
第
８
回
鹿
沼
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
に
お
い
て
計
画
案
の
了
承
を

得
た
後
、
市
長
に
答
申
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
栃
木
県
と
協
議
を
し
、

市
長
の
最
終
決
定
を
得
た
後
、
市
民

に
広
く
周
知
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

鹿
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で

は
、
具
体
的
な
支
援
の
方
法
、
事
業

内
容
、
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
確
保
策
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
へ
の
対
応
策
等
、

各
団
体
や
関
係
機
関
よ
り
専
門
的
な

意
見
が
あ
り
、
特
に
ニ
ー
ズ
調
査
の

結
果
と
現
状
に
つ
い
て
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
を
進
め
る

上
で
、
大
き
な
制
度
改
革
に
伴
う
初

め
て
の
計
画
策
定
な
の
で
、
次
年
度

以
降
も
会
議
を
開
催
し
検
証
を
行
い
、

計
画
の
見
直
し
を
含
め
、
継
続
し
て

審
議
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小小小小小小小小小小小 林　　充 議員

子
ど
も
･
子
育
て

支
援
新
制
度
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

地
方
創
生
に
対
す
る
市
の
対
応
、

事
業
（
案
）
の
内
容
を
伺
う
。

魅
力
あ
る
、
効
果
の
期
待
で

き
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
市
長
を
本
部
長
と
す

る
地
方
創
生
推
進
本
部
を
設
置
し
、

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
地
方
版
総

合
戦
略
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
「
地
方
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
は
消

費
喚
起
、
生
活
支
援
の
た
め
の
地
域

支
援
型
と
地
方
創
生
先
行
型
が
あ
り

ま
す
。
地
域
支
援
型
の
事
業
は
一
般

向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
と
子
育
て
支
援
の
た
め
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
支
援
で

す
。
地
方
創
生
先
行
型
の
事
業
は

「
鹿
沼
の
チ
カ
ラ
と
魅
力
を
掘
り
起

し
地
域
資
源
の
活
用
に
資
す
る
事

業
」
や
「
各
地
区
の
振
興
策
、
特
に

中
山
間
地
域
の
振
興
に
資
す
る
事

業
」
等
様
々
な
視
点
で
選
定
し
ま
し

た
。「
木
の
ま
ち
ツ
ア
ー
事
業
」
は
、

粟
野
第
一
小
学
校
を
核
と
し
、
木
造

公
共
施
設
等
を
活
用
し
て
実
施
し
概

算
の
予
算
が　

万
円
、「
森
と
文
化

１００

の
交
流
促
進
事
業
」
は
旧
粟
野
中
学

校
等
を
有
効
活
用
し
、
映
画
や
ド
ラ

マ
の
ロ
ケ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す

る
事
業
で
概
算
の
予
算
が　

万
円
で

１,４００

す
。
各
事
業
は
現
在
、
国
に
案
と
し

て
提
出
し
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕鰕 原　一男 議員

人
口
減
少
と

地
方
創
生
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

▲木造公共施設を活用した「木のまちツアー事業」（粟野小学校）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）



（７） ２０１５　１８６号

質　
　

問

　

鹿
沼
市
へ
定
住
を
希
望
す
る
被
災

者
へ
の
行
政
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

新
た
な
担
当
部
署
で
震
災

被
害
者
の
方
々
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

が
発
生
し
、
本
市
で
は
福
島
県
飯
舘

村
等
か
ら
多
く
の
避
難
者
の
方
を

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
や
北
部
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島

県
に
戻
ら
れ
た
後
も
、
飯
舘
村
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
続
け
て
お
り
、
花
火

大
会
や
鹿
沼
ぶっつ
け
秋
祭
り
等
に
お

招
き
し
た
り
、
ま
た
継
続
し
て
本
市

職
員
を
飯
舘
村
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
震
災
被
災
者
支
援
に
限
っ

た
特
別
相
談
窓
口
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

鹿
沼
市
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
て
い

る
方
々
の
グ
ル
ー
プ
「
鹿
沼
地
区
福

島
震
災
会
」
と
本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
交
流
会
の
中
で
、
移

住
に
関
す
る
相
談
が
あ
り
、
現
在
５

世
帯
が
定
住
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
平
成　

年
度
か
ら
、
I
J

２７

U
タ
ー
ン
等
、
本
市
へ
の
定
住
を
希

望
す
る
方
に
対
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
す
る
担
当
部
署
を
設
置
す
る
予

定
で
す
の
で
、
そ
の
中
で
震
災
被
災

者
の
方
々
の
相
談
に
も
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小小小小小小小小小小小 川　清正 議員

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
にに

つ
い
て
伺

つ
い
て
伺
うう

質　
　

問

　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
状
況
、
担
当

職
員
へ
の
教
育
内
容
を
伺
う
。

虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期
発

見
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
へ
の
対
応
は
、
保
護
者
等
に

対
す
る
支
援
が
専
門
的
知
識
に
基
づ

き
、
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
虐
待
対
応
に
係
る
職

員
は
児
童
福
祉
士
任
用
講
習
、
医

療
・
保
健
従
事
者
の
児
童
虐
待
予
防

と
対
応
研
修
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講

座
等
求
め
ら
れ
る
専
門
的
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
様
々
な
研
修
を
積
極

的
に
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
発
生
予
防
と
早
期
発
見
に

つ
い
て
は
、
関
係
す
る　

の
機
関
に

１７

よ
り
鹿
沼
市
要
保
護
児
童
対
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

特
に
地
域
や
学
校
生
活
の
中
で
の
虐

待
の
発
生
予
防
と
早
期
発
見
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
や
学
校
の
教

職
員
と
の
研
修
会
、
情
報
交
換
会
等

に
よ
り
児
童
の
見
守
り
体
制
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
保
健
事

業
で
、
出
産
後
に
継
続
し
て
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
家
庭
に
対

し
て
は
、
虐
待
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
妊
娠
期
か
ら
支
援
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

小小小小小小小小小小小 松　英夫 議員

児
童
福
祉
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

▲３月１１日に開催された「避難者ふれあいコンサート」



（８）２０１５　１８６号

質　
　

問

　

子
供
の
貧
困
対
策
の
進
め
方
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
―
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

様
々
な
相
談
に
応
じ
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き

生
活
保
護
に
至
る
前
の
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
「
自
立
相

談
窓
口
」
を
設
置
し
て
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
支
援
を
行
い
ま
す
。
子
供

の
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て
も
教
育

委
員
会
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
教
育
分
野
に
関
す
る
知
識
に
加
え
、

社
会
福
祉
等
の
専
門
的
知
識
等
を
用

い
て
、
児
童
生
徒
の
環
境
に
働
き
か

け
、
支
援
を
行
う
者
で
、
現
在
栃
木

県
上
都
賀
教
育
事
務
所
に
一
人
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
は
児
童
生
徒
の
臨
床
心
理
に

関
し
、
高
度
に
専
門
的
知
識
、
経
験

を
有
す
る
者
で
、
本
市
に
は
中
学
校

に
７
人
配
置
さ
れ
、
中
学
校
と
９
校

の
小
学
校
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
用
は
、
学
校
の
教
育
相
談

の
充
実
、
問
題
行
動
等
の
早
期
発
見
、

解
決
、
未
然
防
止
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
貧
困
対
策
に
つ
い

て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

大大大大大大大大大大大 貫　　毅 議員

子
供
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

河
川
敷
の
ご
み
対
策
に
つ
い
て
現
状
、

改
善
策
を
伺
う
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
清
掃
活
動

等
、
環
境
美
化
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
「
鹿
沼
市
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
」
に
よ
り
、
５
月
、
９
月

の
第
３
日
曜
日
を
環
境
美
化
の
日
と

定
め
て
お
り
、
各
地
区
で
河
川
等
の

一
斉
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
地

区
で
ク
リ
ー
ン
鹿
沼
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
大
芦
川
で
は
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
員
や
地
域
住
民
が

協
力
し
て
、
行
楽
客
へ
の
ご
み
持
ち

帰
り
啓
発
、
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
黒
川
で
は
、
鹿
沼
自
然
観
察

会
が
栃
木
県
鹿
沼
土
木
事
務
所
と
協

働
で
毎
年
清
掃
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
き
れ
い
ね
っ
と
鹿
沼
に
参
加

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地

域
住
民
が
自
主
的
な
河
川
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
同
じ
場
所
に
繰
り
返
し
捨

て
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
監
視

カ
メ
ラ
設
置
の
検
討
や
警
察
等
関
係

機
関
と
の
連
携
を
密
に
す
る
な
ど
の

対
応
を
図
り
ま
す
。
美
し
い
水
と
緑

の
自
然
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

様
々
な
対
応
策
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
清
掃
活
動
等
、

環
境
美
化
へ
の
協
力
も
お
願
い
し
ま

す
。

舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘舘 野　裕昭 議員

河
川
敷
の
ご
み
対
策
に

つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
環
境
部
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

▲大芦川クリーン作戦の取り組み



（９） ２０１５　１８６号

質　
　

問

　

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
、
休
日
急

患
歯
科
診
療
所
の
整
備
の
詳
細
、
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

施
設
移
転
の
十
分
な
周
知
に

努
め
ま
す
。

　

建
物
延
床
面
積　

平
方
メ
ー
ト
ル

２６４.９９

の
木
造
平
屋
建
て
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
や
、
子
供
連
れ
の
方
に
配

慮
し
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
、
感
染
症

患
者
用
の
診
療
室
と
ト
イ
レ
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
薬
剤
師
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
患
者
か
ら
の
服
用
等
の

質
問
に
的
確
な
回
答
と
指
導
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
医
薬
品
の
品
質
、

在
庫
管
理
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
確
実

に
行
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

移
転
の
周
知
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
を
上
都
賀
郡
市
医
師
会
、
鹿
沼

歯
科
医
師
会
、
鹿
沼
薬
剤
師
会
の
会

員
及
び
市
内
医
療
機
関
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

鹿
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
周
知
し
、

広
報
か
ぬ
ま
に
は
特
集
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。
更
に
、
通
知
、
案
内
等

へ
の
チ
ラ
シ
同
封
、
市
内
小
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
介
護
施
設
、
タ

ク
シ
ー
会
社
等
に
も
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
施
設
の
移
転
後
も
十
分
な
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒荒 井　正行 議員

医
療
費
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

都
市
間
競
争
が
今
後
高
ま
る
と
思

う
が
、
考
え
方
、
対
応
を
伺
う
。

総
合
的
な
P
R
戦
略
を
進

め
ま
す
。

　

本
市
は
豊
か
な
自
然
環
境
、
特
色

あ
る
産
業
、
歴
史
や
伝
統
文
化
等
、

多
彩
な
資
源
、
有
利
な
地
理
的
条
件

等
、
大
き
く
発
展
で
き
る
チ
カ
ラ
を

秘
め
て
い
ま
す
。
魅
力
を
掘
り
起
し
、

徹
底
的
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
本

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
発
信
力
を

強
め
、
戦
略
的
に
営
業
を
進
め
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
今
後
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
等
の
策
定
作
業
の

中
で
、
具
体
的
な
検
討
、
人
材
育
成
、

商
品
開
発
等
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
発

展
の
た
め
に
は
競
争
意
識
を
持
ち
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え

方
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
課
題
に
よ
っ
て
は
周
辺
自

治
体
と
連
携
、
協
力
も
重
要
で
あ
り
、

更
に
福
祉
や
教
育
等
、
国
民
生
活
の

基
本
と
な
る
分
野
で
は
、
少
な
く
と

も
県
レ
ベ
ル
と
し
て
ル
ー
ル
を
決
め

て
、
自
治
体
間
の
過
剰
な
競
争
を
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
平
成　
２７

年
度
か
ら
は
総
合
的
な
P
R
戦
略
を

進
め
る
た
め
の
担
当
を
設
け
、
各
部

局
が
進
め
る
施
策
、
市
民
の
産
業
活

動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

増増増増増増増増増増増 渕　靖弘 議員

平
成　

年
度
鹿
沼
市
政
方
針

２７

に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市
長
）

答　
　

弁
（
市
長
）

▲貝島町に移転した休日夜間急患診療所、休日急患歯科診療所



（１０）２０１５　１８６号

質　
　

問

　

外
国
人
誘
客
の
取
り
組
み
、
外
国

語
案
内
看
板
等
の
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
う
。

外
国
人
向
け
の
情
報
発
信

を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
既
存
の
観
光
案
内

２２

看
板
を
見
直
し
、
統
一
感
や
連
続
性

と
い
う
観
点
か
ら
「
観
光
案
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
計
画
に
基
づ
き
、
英
語
を
付
記

し
た
統
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
観

光
案
内
看
板
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

更
に
、「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台

行
事
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
見
据
え
、
地
方
創
生
交
付
金

事
業
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
看
板

の
設
置
や
４
か
国
語
に
対
応
し
た
外

国
語
版
鹿
沼
ぶ
っ
つ
け
秋
祭
り
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
に
取
り
組
む
等
、
外
国
か
ら

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
在
日
外
国
人
等
を
対
象
と

し
た
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
や
平
成　

年
４

２９

月
に
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る

「
世
界
盆
栽
大
会
」
等
の
機
会
を
と

ら
え
て
、
効
果
的
か
つ
的
確
な
P
R

を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
外

国
人
観
光
客
の
多
く
が
情
報
を
求
め

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
S
N
S
に
よ
る

外
国
人
向
け
の
情
報
発
信
を
検
討
し
、

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

船船船船船船船船船船船 生　哲夫 議員

鹿
沼
市
の
魅
力
P
R
に
つ
い
て

伺
う

質　
　

問

　

北
中
学
校
の
給
排
水
設
備
改
修
の

詳
細
、
期
待
さ
れ
る
教
育
効
果
を
伺
う
。

給
排
水
管
、
受
水
槽
の
更
新
、

ト
イ
レ
設
備
の
全
面
改
修
を

行
い
ま
す
。

　

北
中
学
校
は
平
成　

年
度
に
耐
震

２０

診
断
を
実
施
し
、
平
成　

年
度
に
屋

２１

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
設
計
、

平
成　

年
度
は
校
舎
の
耐
震
補
強
工

２２

事
設
計
と
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成　

年
２３

度
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
工
事

を
含
め
、
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
、
平
成　

年
度
に
屋
内
運
動
場

２４

の
床
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
は
給
排
水
設
備
外
改
修

２６

工
事
の
設
計
を
行
い
、
平
成　

年
度

２７

に
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
内
容
は
給
排
水
管
と
受
水
槽

の
更
新
、
ト
イ
レ
設
備
の
全
面
改
修

を
行
う
計
画
で
、
予
算
額
は　

万
２

９,１０３

千
円
で
す
。
７
月
か
ら　

月
の
工
事

１０

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
国
庫
交
付

金
対
象
事
業
と
な
る
た
め
、
国
か
ら

の
内
示
を
受
け
た
後
の
工
事
に
な
り

ま
す
。
今
回
の
工
事
で
は
、
ト
イ
レ

の
全
面
改
修
を
行
う
予
定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
衛
生
環
境
の
向
上
、
特
に

ト
イ
レ
を
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
に

す
る
こ
と
で
、
学
校
施
設
全
体
を
大

切
に
使
う
心
を
育
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩 入　佳子 議員

教
育
問
題
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
教
育
次
長
）

答　
　

弁
（
総
務
部
長
）

▲給排水設備改修を行う北中学校▲石橋町交差点付近の案内看板



（１１） ２０１５　１８６号

質　
　

問

　

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
・
休
日
急

患
歯
科
診
療
所
は
上
都
賀
総
合
病
院

に
建
て
る
こ
と
を
前
提
に
財
政
支
援

を
行
っ
た
。
建
設
費
分
２
億
円
の
補

助
金
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

診
療
所
建
設
に
つ
い
て
新
た

な
市
の
負
担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

上
都
賀
総
合
病
院
建
て
替
え
支
援

と
し
て
平
成　

年
度
か
ら
４
年
間
に

２３

地
域
医
療
再
生
補
助
金
、
地
域
総
合

整
備
資
金
貸
付
金
と
し
て
合
計　

億
１２

円
の
交
付
を
決
定
し
ま
し
た
。
平
成

　

年
度
ま
で
に
地
域
医
療
再
生
補
助

２５金
４
億
５
千
万
円
、
地
域
総
合
整
備

資
金
貸
付
金
３
億
５
千
万
円
を
交
付

し
ま
し
た
。
し
か
し
休
日
夜
間
急
患

診
療
所
・
休
日
急
患
歯
科
診
療
所
の

整
備
は
地
域
医
療
再
生
交
付
金
の
補

助
対
象
か
ら
外
れ
た
こ
と
に
よ
り
診

療
事
業
運
営
の
主
体
者
で
あ
る
鹿
沼

市
が
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
鹿
沼
市
か
ら
上
都
賀

総
合
病
院
へ
の
診
療
所
建
設
費
相
当

分
の
補
助
金
１
億
円
を
減
額
し
ま
し

た
。
市
が
整
備
を
行
う
診
療
所
の
工

事
費
は
１
億
２
千
万
円
で
す
。
財
源

と
し
て
県
補
助
金
５
千
万
円
を
予
定

し
て
お
り
、
補
助
金
の
減
額
分
、
県

補
助
金
あ
わ
せ
て
１
億
５
千
万
円
と

な
り
、
診
療
所
建
設
に
関
し
て
新
た

な
市
の
負
担
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳 田　利雄 議員

上
都
賀
総
合
病
院
の

補
助
金
返
還
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

　

整
備
方
針
、
地
元
住
民
の
参
加
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

地
元
の
要
望
を
尊
重
し
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
付
で
北
犬
飼

２４

１１

３０

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
を
考
慮
し
現
在

地
で
の
改
築
準
備
を
考
え
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
内
に
建
設
準
備
委
員
会

２７

を
立
ち
上
げ
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
意

見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め

ま
す
。
現
在
改
築
中
の
南
押
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
「
鹿
沼
市

公
共
施
設
木
造
・
木
質
化
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

北
犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
、

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り

木
造
・
木
質
化
を
基
本
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

南
押
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
整
備
で
は
、
自
治
会
長
、
地
元
在

住
市
議
会
議
員
、
利
用
者
団
体
等
か

ら
な
る
建
設
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
意
見
を
集
約
し
、
最
終
的
に「
千

葉
省
三
記
念
館
」
を
併
設
し
た
特
色

あ
る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
要
望
を
も

と
に
設
計
に
着
手
し
、
地
元
の
意
向

を
反
映
し
た
施
設
に
し
ま
し
た
。
北

犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整

備
も
地
元
の
要
望
を
尊
重
し
、
効
率

的
な
施
設
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す
。

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷 中　恵子 議員

北
犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

質　
　

問

答　
　

弁
（
市
長
）

答　
　

弁
（
保
健
福
祉
部
長
）

▲北犬飼コミュニティセンター▲上都賀総合病院



（１２）２０１５　１８６号

平成２７年第２回

3月定例会の結果 定例会で人事等が決まりました。

人　事
　本会議で人権擁護委員候補者として推薦することに同意
しました。

　　　人権擁護委員
小太刀　見代子（こだちみよこ・西茂呂）

大島　洋子（おおしまようこ・仁神堂町）

請願・陳情はこんな方法で
　請願・陳情とは、市政全般について議会に実情の善処
を要望することです。
　そのうち議員の紹介があるものは請願になります。
　A４版、署名または記名押印して提出してください。
※注意事項
①鹿沼市の権限内の事務に限ります。
②要旨や理由は簡潔に記入してください。
③道路・水路等は地図または略図を添付してください。

質　
　

問

　

市
庁
舎
建
て
替
え
計
画
の
見
直
し
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
窓
口
を
計
画
に
含

め
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

総
合
窓
口
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
計
画
中
止
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
建
設
工
事
費
が
高
騰
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
契

約
、
着
工
は
財
政
上
の
大
き
な
リ
ス

ク
を
伴
う
た
め
建
設
工
事
費
の
高
騰

が
沈
静
化
す
る
ま
で
の
間
延
期
を
含

め
、
基
本
構
想
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
は
悪
天
候
時
等

の
利
便
性
の
向
上
に
加
え
て
、
車
の

乗
り
降
り
が
不
要
に
な
る
こ
と
で
、

子
連
れ
客
や
高
齢
者
に
も
優
し
い
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
専
用
進
入
路
を
考
慮
す
る
と
、

敷
地
が
狭
隘
で
あ
り
、
駐
車
場
台
数

に
影
響
が
あ
る
こ
と
や
整
備
の
増
設
、

更
に
人
員
の
配
置
等
、
新
た
な
コ
ス

ト
の
増
大
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
の
設
置
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
新
庁
舎
の
窓
口
に
つ
い
て

は
、
総
合
窓
口
を
設
置
し
、
転
入
や

転
出
等
に
関
す
る
手
続
き
を
一
度
に

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐 藤　　誠 議員

市
庁
舎
建
て
替
え
計
画
の
見
直

し
や
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
窓
口
の

可
能
性
に
つ
い
て
伺
う

質　
　

問

答　
　

弁
（
財
務
部
長
）

　人権擁護委員法に基づいて、日本の各市町村に設置される非常

勤職。法務大臣が委嘱する民間のボランティア。任期は３年で、

再任も可能。給与の支給はないが、職務を行うために要する費用

の弁償を受けることができる。日常生活の中で人権尊重思想の

普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済し、人権

を擁護していく活動をしている。

葛用語解説「人権擁護委員」

件名　○○○○について
要旨　○○○○の△△に関する

××を要望します。
理由　□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□
□□□□□□□。

平成○年○月○日
鹿沼市議会議長様

請願人代表　
　　鹿沼市○○町○○番地○
         鹿沼　太郎○印

請　願　書

紹介議員

氏　　名

▲市庁舎本館１階



（１３） ２０１５　１８６号

鹿沼市や私たちの暮らしに関係することが議会で決定しました！

注目議案の解説

クローズアップ

　

　４１７億５,０００万円、対前年比４.２パーセント増の差し迫った財政需要に対応する予算と
なっています。前年度から継続して重点的に取り組む、南押原コミュニティセンター、
ごみ処理施設の整備、消防救急無線デジタル化、幼児期の教育･保育機能の質的改善を
図る「子ども･子育て支援新制度」に係る経費等を計上しています。また、新規事業と
して、合併１０周年を祝う記念事業の開催、生活困窮者自立支援事業、地籍調査推進事
業等、教育、福祉の充実や都市基盤の整備促進を図ります。

～自然と共に歩む人情味あふれる絆のまちづくり～

新年度の予算が決定しました。
■議案第１号　平成２７年度鹿沼市一般会計予算について

▲今回更新する車輌と同型のローダー

　堆肥化センター堆肥処理仕様ローダー更新に係る指名競争入札を去る１月３０日に
行った結果、（株）愛全重車輌が２,２５７万２千円で落札したので、本契約を締結するため
のものです。多額の修繕費が掛かるクレーン、ベルトコンベアーの使用を止めてロー
ダー作業に変更します。そのため老朽化した現行ローダー２台を堆肥処理仕様として
更新します。

～堆肥化センター作業用ローダーの更新～

処理コストの低減を図ります。
■議案第１８号　物品購入契約の締結について

　

～こども医療費助成制度が変わります。～

就学前の子供の現物給付対象医療機関が
県内に拡大しました。

▲貝島町に移転しました。

～休日や夜間の救急医療～

休日夜間急患診療所･休日急患歯科診療所
が移転しました。

　市民文化センター内で休日夜間等に内科･小児科･歯科の診療を行っていた「休日夜
間急患診療所」「休日急患歯科診療所」が、４月１日から貝島町に移転しました。受
診の際に間違えないよう、ご注意ください。

■議案第３８号　鹿沼市医科歯科急患診療施設条例の制定について

　平成２７年４月１日診療分以降、就学前の子供が栃木県内の医療機関等で受診する場
合窓口での支払いが不要（現物給付）になります。受給資格者証と子供の加入してい
る健康保険証を、医療機関等の窓口に提示することで、保険診療分が無料になります。
（※県外の医療機関で受診した場合は、従来通り償還払いによる助成）

■議案第３４号　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の一部改正につい
て



（１４）２０１５　１８６号

市長提出議案４２件、議員提出議案2件が提出されました。
議員数25名、表決参加議員数24名（議長は表決には加わりません。）

提出議案について

議員の賛否を公表

賛否の分かれた議案

賛 成
【政和会】小林充･谷中恵子･関口正一･橋本正男
【鹿正会】佐藤誠･筧則男･赤坂日出男･塩入佳子
【公明党】荒井正行･鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉･増渕靖弘･横尾武男･冨久田耕平
【無所属市民の会】大島久幸･船生哲夫
【民主党】大貫毅･小川清正
【未来】舘野裕昭･小島実･湯澤英之･小松英夫
【無所属】鰕原一男

反 対【日本共産党】芳田利雄

平
成　

年
度
予
算

２７

議案１　平成２７年度鹿沼市一般会計予算
（１３ページ参照）
議案２　平成２７年度鹿沼市国民健康保険特別会計予

算
予算総額を１２６億７,６６０万円
議案７　平成２７年度鹿沼市介護保険特別会計予算
予算総額を７３億２,６３０万円
議案８　平成２７年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計

予算
予算総額を９億４,２７０万円

賛 成
【政和会】小林充･谷中恵子･関口正一･橋本正男
【鹿正会】佐藤誠･筧則男･赤坂日出男･塩入佳子
【公明党】荒井正行･鈴木敏雄
【明峰】津久井健吉･増渕靖弘･横尾武男･冨久田耕平
【無所属市民の会】大島久幸･船生哲夫
【民主党】大貫毅･小川清正
【未来】舘野裕昭･小島実･湯澤英之･小松英夫
【日本共産党】芳田利雄

不 参 加

平
成　

年
度
予
算

２７

議案３号　平成２７年度鹿沼市公共下水道事業費特別
会計予算

予算総額を２５億６０万円
議案４号　平成２７年度鹿沼市簡易水道事業費特別会

計予算
予算総額を２億６,５２０万円

議案５号　平成２７年度鹿沼市公設地方卸売市場事業
費特別会計予算

予算総額を１,９１０万円
議案６号　平成２７年度鹿沼市農業集落排水事業費特

別会計予算
予算総額を２億９６０万円

議案９号　平成２７年度鹿沼市財産区管理会特別会計
予算

予算総額を６１６万円
議案１０号　平成２７年度鹿沼市水道事業会計予算
　収益的収入、支出は収入総額を１４億１,０８１万円、支出総額
を１１億８,８３５万４千円計上し、資本的収入、支出は収入総額
を３億９,４３１万９千円、支出総額を１０億９,９１４万円計上。

【無所属】鰕原一男

条
例
の
制
定

議案２６　地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

　地方教育委行政の組織及び運営に関する法律の一部改正
により、教育長が教育委員会の代表とされること等に伴う
所要の改正を行うためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案３９　鹿沼市介護保険条例の一部改正について
　平成２７年度から平成２９年度までの介護保険料の額を定め
るとともに、介護保険料の減免申請の期限等を見直すため
のものです。

平
成　

年
度
補
正
予
算

２６

議案１１号　平成２６年度鹿沼市一般会計補正予算（第５号）
４億４,３６６万６千円の減、予算総額４２６億１,８８３万円

議案１２号　平成２６年度鹿沼市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

議案１３号　平成２６年度鹿沼市公共下水道事業費特別
会計補正予算（第３号）

議案１４号　平成２６年度鹿沼市簡易水道事業費特別会
計補正予算（第３号）

議案１５号　平成２６年度鹿沼市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

議案１６号　平成２６年度鹿沼市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）

議案１７号　平成２６年度鹿沼市財産区管理会特別会計
補正予算（第２号）

　平成２６年度特別会計補正予算の総仕上げとして、各特別
会計歳入歳出全般の検討を加え調整したもの。

可決可決
賛成2

3名

不参加  
1名賛成2
3名

不参加  
1名

可決可決
賛成2

3名

反対  
1名賛成2
3名

反対  
1名



（１５） ２０１５　１８６号

　

物
品
購
入
･
工
事
請
負

議案１８号　物品購入契約の締結
（１３ページ参照）
議案２１号　工事請負契約の締結
　消防救急デジタル無線整備工事の事後審査型条件付き一
般競争入札を１月２７日に行い、その結果、電気興業株会社
東京支店が４億３,５２４万円で落札したので、本契約を締結す
るためのものです。
議案２２号　工事請負契約の変更
　平成２６年２月２４日第２０号議案として議決された平成２５年
度市道００１７号線冠水対策事業導水管布設工事について、そ
の後の一部設計変更及び賃金等の急激な高騰に対処するた
めのインフレスライド条項の適用により契約金額を３億
４,７９６万５千２百円とするためのものです。

市
道
路
線

議案２３号　市道路線の認定
　千渡、みなみ町、上殿町、府所町地内における開発行為に
伴い、新たに築造された道路を市道として認定するための
ものです。
議案２４号　市道路線の廃止
　深津地内において道路形態のなくなった市道を廃止する
ためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案２５号　鹿沼市行政手続き条例の一部改正
　行政手続法の一部改正に準じ、行政指導の相手方に対し、
許認可等の権限の法令上の根拠等を提示しなければならな
いこととするほか、市民等が市の機関などに対して、違法
な行政指導の中止及び違法な事実に対する処分等を求める
ことができるようにするためのものです。
議案２７号　鹿沼市特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
　新たに設置する教育相談室長の報酬の額を定めるととも
に、家庭相談員の報酬の額を引き上げるためのものです。
議案２８号　鹿沼市長等の給与及び旅費に関する条例

等の一部改正について
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市長、
副市長及び教育長の給料の額を引き下げるためのものです。
議案２９号　鹿沼市一般職の職員の給与に関する条例

等の一部改正について
　人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、一般
職の職員の給料表を引き上げるとともに、地域手当の級地
区分の見直し、管理職員特別勤務手当の支給対象となる勤
務の拡大、及び退職手当の調整額の引き上げを行うための
ものです。
議案３０号　鹿沼市職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部改正
　鹿沼市環境クリーンセンター基幹的設備改良工事の実施
に伴い、ごみ焼却施設を２４時間稼働させることについて、
清掃業務手当の額を引き上げるためのものです。
議案３１号　鹿沼市特別会計条例の一部改正について
　西茂呂土地区画整理事業費特別会計、見笹霊園事業費特
別会計、都市開発資金事業費特別会計を廃止するためのも
のです。
議案３２号　鹿沼市手数料条例の一部改正
　長期優良住宅建築等計画に基づく住宅に係る住宅性能評
価書の写しの添付があった場合における当該計画の認定に
要する手数料の額を定めるためのものです。
議案３３号　鹿沼市適応指導教室条例の一部改正
　平成２７年４月から適応指導教室を粟野福祉センターに移
転するとともに、教育相談の業務を市民情報センターにお
いて行うためのものです。

条
例
の
一
部
改
正

議案３４号　鹿沼市こども医療費助成に関する条例の
一部改正

（１３ページ参照）
議案３５号　鹿沼市高齢者福祉センター条例の一部改正
　温泉スタンドを廃止するほか、市外在住者の使用料を市
内在住者の使用料に統一し、施設の利用の促進を図るため
のものです。

議案３７号　鹿沼市学童保育館条例の一部改正
　児童福祉法の一部改正に伴い、学童保育館の利用者の範
囲を小学校高学年の子どもまで拡大するためのものです。

議案４０号　鹿沼市消防職員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正

　消防団員の資格を市内に勤務する市外在住者等に拡大し、
消防団の活動の推進に資するためのものです。

条
例
の
制
定

議案３６号　鹿沼市保育所条例の制定
　子ども・子育て支援法の施行に伴い、本市が設置する保育
所の位置づけ、利用資格者、保育の内容等を明確にするた
めのものです。

議案３８号　鹿沼市医科歯科急患診療施設条例の制定
（１３ページ参照）

そ
の
他

議案１９号　辺地に係る総合整備計画の変更
　平成２３年３月２２日第２０号議案として議決された西大芦辺
地に係る総合整備計画及び平成２６年３月１９日第１９号議案と
して議決された上・中粕尾辺地に係る総合整備計画につい
て、辺地における計画事業の変更を行うためのものです。
議案２０号　下水道資源化工場施設の建設及び維持管

理に関する事務の委託に関する規約の変
更

　平成２７年４月から佐野市が下水道資源化工場施設に関す
る事務の管理及び執行を栃木県に委託することに伴い、下
水道資源化工場施設の建設及び維持管理に関する規約の一
部を変更することについて、栃木県と協議するためのもの
です。

人
事

議案４１号　人権擁護委員候補者の推薦
議案４２号　人権擁護委員候補者の推薦
（１２ページ参照）

議
員
提
出
議
案

議員案４号　鹿沼市議会委員会条例の一部改正
　地方自治法第１２１条（長及び委員長等の出席義務）が改正
されたため、条例中の「教育委員会の委員長」を「教育長」
に改めるものです。

議員案５号　市行政推進調査特別委員会の設置
　本市行政の推進施策を調査するため、特別委員会を設置
するものです。

可決可決
賛成2

3名

不参加  
1名賛成2
3名

不参加  
1名

全議員が賛成した議案

可決可決
全員が
賛成
全員が
賛成



議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。

議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。 この議会広報誌は３１,０００部作成し、１部当たり約１4.6円です。gikai-jimu@city.kanuma.lg.jp
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議会からの お 知 ら せ

NEWS & INFORMATION

全国から行政視察を受け入れています。
　毎年、全国各地の地方議員の皆様が、
調査･研究のため鹿沼市を訪れています。
　鹿沼市議会では、本市の特色ある施策
や、施設を全国に向けて発信する貴重な
機会ととらえ、積極的に行政視察の受け
入れを行っています。平成２６年度は１５市
町議会の皆様を鹿沼市にお迎えしました。

議会カレンダー　～議会を傍聴しませんか～　

5/25 26 27 28 29 30 31

6/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

5月
月 火 水 木 金 土 日

6月

10：00
議会運営委員会

10：00
本会議（第1日）
提出議案の説明

10：00
本会議（第4日）
議案質疑・一般質問

10：00
本会議（第3日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第2日）
議案質疑・一般質問

  9：00
議会運営委員会
10：00
本会議（第5日）
採決

10：00
文教民生常任委員会
建設水道常任委員会

10：00
総務常任委員会
環境経済常任委員会

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページまた
は議会事務局までお問い合わせください。（電話６３－２２０３）

表紙の写真は
　石裂山登山道に並んで立っている県内
最大のカツラの木です。この形状から、
古くから「縁結び」のご利益があるご神
木として信仰を集めています。
（画像提供：鹿沼市観光交流課）

本会議の動画配信をしています。
　動画配信サイト You Tube で本会議の
映像を録画配信しています。鹿沼市ホー
ムページの「市議会」バナーより入り、
ご覧になりたい内容をクリックしてくだ
さい。

公設市場を視察しました。
　環境経済常任委員会では議会閉会中の
継続調査として「公設市場について」を
調査テーマに掲げ活動しています。１月
２７日に宇都宮市中央卸売市場、鹿沼市公
設市場の視察を実施しました。宇都宮中
央卸売市場では、水産、青果せりを視察
し、「活性化ビジョン」の概要等を、鹿
沼市公設市場では経営状況、施設の修繕
方針について説明を受けました。

視察目的団体視察目的団体

まちなか活性化について千葉県富津市議会基本条例について茨城県古河市

まちの駅「新･鹿沼宿」京都府京丹後市まちの駅「新･鹿沼宿」群馬県玉村町

まちの駅「新･鹿沼宿」宮城県富谷町土採取事業規制条例について長崎県大村市

まちの駅「新･鹿沼宿」宮城県大和町議会報告会について栃木県高根沢町

まちの駅「新･鹿沼宿」宮城県石巻市粟野第一小学校校舎の概要栃木県さくら市

まちの駅「新･鹿沼宿」福島県喜多方市議会だよりについて宮城県多賀城市

まちの駅「新･鹿沼宿」北海道網走市議会報告会、議会だよりの編集宮崎県小林市

議員、随行併せて８１名の受け入れをしました。建築確認･開発許可事務について栃木県下野市

議員の辞職
　平成２７年３月３１日付で、湯澤英之議員、
佐藤誠議員が議員を辞職しましたので、
ご報告します。


